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１
．
新
指
定
文
化
財

①
石せ
き
造ぞ
う
宝ほ
う

篋き
ょ
う
印い
ん
塔と
う

（
土
山
町
前
野・瀧た

樹ぎ

神
社
）

　
鎌
倉
時
代
後
期
の
宝
篋
印
塔
で
、

瀧
樹
神
社
の
神
宮
寺
で
あ
っ
た
旧
観

音
寺
跡
に
立
っ
て
い
ま
す
。
五
尺
五

寸（
約
１
６
０
cm
）か
ら
な
る
花
崗
岩

製
の
塔
身
に
は
大
日
如
来
像
や
梵
字

が
刻
ま
れ
て
お
り
、均
整
の
と
れ
た

完
存
す
る
塔
と
し
て
貴
重
な
も
の
で

す
。

②
不ふ

動ど
う
一い
っ
尊そ
ん
種し
ゅ
子じ

板い
た
碑び

（
土
山
町
瀬
音
）

　
御
代
参
街
道
の
笹
尾
峠
に
立
つ
室

町
時
代
明
応
９（
１
５
０
０
）年
に
造

立
さ
れ
た
板
碑
で
、不
動
明
王
の
梵

字
と
山
伏
の
通
行
を
許
可
す
る
文
言

れ
、そ
れ
ぞ
れ
豊
か
な
表
情
を
持
っ

て
い
ま
す
。
悪
疫
退
散
と
村
民
守

護
、五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
す
牛
頭
天

王
と
そ
の
子
で
あ
る
八
王
子
神
が
す

べ
て
そ
ろ
う
貴
重
な
神
像
群
で
す
。

⑤
東と
う
海か
い
道ど
う
土つ
ち
山や
ま

宿し
ゅ
く
本ほ
ん
陣じ
ん

　
土つ
ち
山や
ま
家け

文も
ん
書じ
ょ
宿や
ど

帳
ち
ょ
う

（
土
山
町
北
土
山
）

　
東
海
道
土
山
宿
に
お
い
て
本
陣
職

を
勤
め
た
土
山
家
に
伝
来
す
る
宿
帳

で
、大
名・公
家・琉
球
使
節・幕
府
役

人
な
ど
が
寛
永
７
年
か
ら
明
治
２
年

間
に
１
６
，３
７
０
回
も
休
泊
し
た

記
録
が
記
さ
れ
て
い
て
、近
世
交
通

史
上
の
重
要
な
史
料
で
す
。

⑥
矢や

川が
わ
神じ
ん
社じ
ゃ
文も
ん
書じ
ょ

（
甲
南
町
森
尻・矢
川
神
社
）

　
矢
川
神
社
に
伝
来
す
る
江
戸
時
代

以
降
の
文
書
群
で
、神
仏
事
、年
中
行

事
、社
殿
造
営
と
大
工
組
な
ど
の
記

録
か
ら
は
甲
賀
を
代
表
す
る
郷
鎮
守

社
の
運
営
と
祭
祀
の
実
態
が
分
か

り
、杣
川
流
域
の
民
俗
文
化
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
史
料
と
し
て
貴
重
で

す
。

⑦
北き
た
脇わ
き
遺い

跡せ
き

出し
ゅ
つ
土ど

銅ど
う
印い
ん

　
水
口
町
北
脇
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

を
刻
ん
だ
全
国
的
に
も
珍
し
い
修
験

道
関
係
の
石
造
資
料
で
す
。

③
六ろ
っ
角か
く
形け
い
石い
し
燈ど
う
籠ろ
う

（
信
楽
町
牧・日
雲
神
社
）

　
鎌
倉
時
代
嘉
元
４（
１
３
０
６
）年

に
造
立
さ
れ
た
花
崗
岩
製
の
燈
籠
で

す
。
造
ら
れ
た
年
号
が
刻
ま
れ
た
石

灯
籠
と
し
て
は
市
内
最
古
で
意
匠
に

も
優
れ
て
お
り
、特
に
六
角
形
の
火

袋
に
刻
ま
れ
た
花
瓶
差
し
の
蓮
華
の

文
様
は
繊
細
で
優
美
な
も
の
で
す
。

④
木も
く
造ぞ
う
男だ
ん
神し
ん
坐ざ

像ぞ
う

　
　
八
坂
神
社
本
殿
安
置 

９
躯

　
　
境
内
社
天
神
社
安
置 

１
躯

（
水
口
町
嶬
峨・八
坂
神
社
）

　

平
安
時
代
に
造
ら
れ
た
神
像
群

で
、檜
材
の
一
木
造
で
表
面
に
荒
々

し
い
ノ
ミ
目
を
残
し
て
仕
上
げ
ら

平
安
時
代
前
期
の
分
銅
型
の
銅
印

で
、全
体
的
に
緻
密
な
細
工
を
施
し
、

印
面
に「
徳
西
庶
家
」の
４
文
字
が
刻

ま
れ
た
私
印
で
あ
り
、こ
の
地
域
一

帯
を
支
配
し
た
氏
族
に
関
わ
る
重
要

な
資
料
で
す
。

  

２
．
追
加
指
定

⑧
東と
う
海か
い
道ど
う
水み
な
口く
ち

宿し
ゅ
く
文も
ん
書じ
ょ

　
平
成
８
年
に
指
定
し
た
古
文
書
に

今
回
新
た
に
見
つ
か
っ
た
史
料
を
追

加
指
定
す
る
も
の
で
、大
型
の
彩
色

絵
図
や
旧
本
陣
丈
量
図
な
ど
が
含
ま

れ
、水
口
宿
の
近
世
か
ら
近
代
初
頭

の
歴
史
を
知
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

　
文
化
財
は
先
人
が
残
し
て
く
れ
た

貴
重
な
地
域
の
宝
で
、ま
ち
の
歴
史

を
知
り
、文
化
の
移
り
変
わ
り
を
理

解
す
る
う
え
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
保

護
し
、地
域
の
誇
り
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
の
中
で
活
用
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
23
年
１
月
27
日
付
け
で
有
形
文
化
財
８
件

を「
甲
賀
市
指
定
有
形
文
化
財
」に
指
定
し
ま
し
た（
う
ち
追
加
指
定
１

件
）。
こ
れ
ら
は
石
造
物
や
彫
刻
、古
文
書
や
考
古
資
料
な
ど
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
地
域
の
人
び
と
が
今
日
ま
で
大
切
に
守
り
伝
え
て
き
た
歴
史

的
価
値
の
高
い
も
の
で
す
。

　
今
回
は
甲
賀
市
合
併
後
初
め
て
の
文
化
財
指
定
で
あ
り
、こ
れ
に
よ

り
甲
賀
市
の
市
指
定
文
化
財
の
総
数
は
１
３
５
件
と
な
り
ま
し
た
。

甲賀市指定有形文化  財を指定
	 ────	８件を指定、	総数135件に				

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
文
化
財
課　
調
査
管
理
係

　
　
　
　
　
　
☎
８
６
‐
８
０
２
６

　
　
　
　
　
　
Fax
８
６
‐
８
２
１
６　

①石造宝篋印塔②不動一尊種子板碑③六角形石燈籠

④木造男神坐像（八坂神社本殿安置）

⑥矢川神社文書 ⑤東海道土山宿本陣土山家文書宿帳

⑦北脇遺跡出土銅印⑧東海道水口宿文書
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地域のコミュニティづくりの推進を　

平成22年度　コミュニティ助成事業②

和野区のワイヤレスチューナー

第11区のプラズマテレビ

青年ボランティアとブラジルの子どもたち

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

住
民
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
支
援
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

目
的
と
し
て
、宝
く
じ
の
収
益
金

の
一
部
を
財
源
と
し
て
助
成
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
助
成
を
受
け
ら
れ
た
団

体
を
順
次
紹
介
し
ま
す
。
今
後
、

地
域
内
の
交
流
を
は
じ
め
、円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

【
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
】

◎
第
11
区　
２
１
０
万
円

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、テ
レ
ビ
台
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
他
６
点

◎
和
野
区　
２
５
０
万
円

パ
ソ
コ
ン
、ア
ン
プ
、マ
イ
ク
ミ

キ
サ
ー
、会
議
机
他
13
点

問
い
合
わ
せ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

☎
６
５
‐
０
６
０
４　
Fax
６
３
‐
４
５
５
４

自治振興交付金の活用で地域ニーズに対応
― 市民の皆さんからの質問にお答えします ―

	 自治振興交付金は、
	 使い道に制限があるの？
			Ａ１	 使い道は地域の皆さんでお考えください。
　自治振興交付金は、基本的に地域の皆さんが住みよい
まちづくり・住み続けたいまちづくりを進めるためにご
自由にお使いいただけます。
　これまでなら、財源を確保してからでないと展開いた
だけなかったソフト事業に自治振興交付金を活用いただ
くことで、その時々の地域ニーズにすぐ対応いただける
こととなります。
　自治振興交付金を活用いただくことにより、地域の皆
さん自らが考えていただく夢あるまちづくりが動き始め
ます。
　しかし、自治振興交付金の原資は市民の皆さんからお
納めいただいた貴重な税金です。
　有効にお使いいただくために、次のような事業など、
その活用には一定の制限を設けることにしています。

●交付金を充当することができない事業の例
＊収益が個人への利益配分となる営利事業
＊宗教の教義を広め、教化育成することを主たる目的とする事業
＊政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対すること

を主たる目的とする事業
＊特定の公職の候補者もしくは公職にある者又は政党を推薦

し、支持し、又はこれらに反対することを目的とする事業
＊公序良俗に反する活動

	 自治振興交付金をもらったら、
	 地域で全てしなければならないの？
			Ａ２	 市が行うべき事業は、市が責任をもって
	 実施してまいります。
　自治振興交付金を交付することで、これまで市で対応
してきたことを全て地域にお願いするものではありませ
ん。
　例えば道路整備や高齢者・子ども、障害者などの福祉
施策、不法投棄対策など、市の施策として取り組まなけ
ればならない事業については、これまで通り、市として
責任を持って実施してまいります。
　自治振興交付金で考えられる事業としては、地域で高
齢化が進み、独居老人の見守り支援であったり、給食サ
ービス、子どもたちの登下校を見守る事業など、地域課
題の対応や極め細かな視点から、地域の実情に合わせ、
お取り組みをいただく事業などを想定しています。

・・・・・・・・・・・・・

　市は、（仮称）自治振興会によるまちづくりを基盤に、
住み良い地域づくりのため、市民の皆さんと共に考え共
に行動する新しいコミュニティ社会を構築してまいりた
いと考えています。

地域コミュニティ推進室
		☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ昨

年
11
月
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
理
解
促
進
調
査
団

の
一
員
と
し
て
、現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
を
利
用
し

た
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ブ
ラ
ジ
ル
現
場
視
察
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
の
人
が
近
畿
で
一
番
多

い
の
が
滋
賀
県
で
、中
で
も
甲
賀・湖
南・長
浜
各
市
は
特
に
多

い
と
い
う
こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
市
と
県
の
教
育
委
員
会
担
当

と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
の
計
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
と
い
え
ば
、地
球
の
反
対
側
に
あ
り
昼
夜
も
季

節
も
日
本
と
真
逆
の
遠
い
国
で
、ア
マ
ゾ
ン
川・
コ
ー

ヒ
ー・
サ
ッ
カ
ー・
サ
ン
バ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
で
も

今
は
、日
本
に
最
も
近
い
国
で
、最
も
仲
良
く
し
て
い
き
た
い

国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、日
系

人
を
は
じ
め
と
し
て
、日
本
へ
の
理
解
と
友
情
が
最
も
あ
る
国

の
一
つ
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

甲
賀
市
の
学
校
で
は
、ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
多
く
の
外
国

籍
の
子
ど
も
が
共
に
学
ん
で
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
が
交
流
で
き
る
反
面
、言
語
な
ど
の
違
い
か
ら
学
習
面
な

ど
で
と
ま
ど
い
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、も
し
学
校

の
先
生
が
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
を
話
せ
た
ら
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
に

理
解
が
あ
れ
ば
と
考

え
る
と
、そ
う
い
っ

た
課
題
は
課
題
で
無

く
な
り
、む
し
ろ
日

本
に
と
っ
て
も
ブ
ラ

ジ
ル
に
と
っ
て
も
素

晴
ら
し
い
将
来
が
見

え
て
く
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

日本に最も近い国・ブラジル！
（ブラジル、オ�パイース�マイス�プロッシモ　ド�ジャポン！）

●市教育委員会　岡
おか

﨑
ざき

  吉
よし

隆
たか

商工観光課　労政係　☎65-0710　Fax63-4087
Eメール koka271000＠city.koka.lg.jp
〒528-8502　水口町水口6053番地

提出先・問い合わせ

甲賀市就労支援計画（案）
への意見募集

　市では、「甲賀市就労支援計画」の策定を進めていま
す。この計画は就職困難者等に対する雇用・就労施策
の充実を図るものであり、計画の原案を公表して広く
市民の皆さんからご意見を募集します。
　お寄せいただいたご意見は計画策定の参考にさせ
ていただきます。なお、個々のご意見には直接回答し
ませんのでご了承ください。

●公表期間・意見募集期間	・・・・・・・・・・・・・・・・・・
２月15日（火）～３月16日（水）
●公表方法	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

商工観光課および水口庁舎・各支所での閲
覧、市ホームページに掲載 
●意見を提出できる方	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市内に在住・在勤・在学の方、または市内に事
業所を有する個人および法人、その他の団体
●意見の提出方法	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

住所、氏名、電話番号を記入し、直接提出いた
だくか、郵送（３月16日必着)、FAX、Eメー
ルのいずれかで提出してください。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の

低
所
得
者
支
援
を
拡
大

　
総
務
省
で
は
、経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

全
額
免
除
世
帯
」に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、そ
の
支
援
の
対
象
に「
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
」を
加
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き
て
い
な

い「
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受

け
て
い
る
世
帯
」に
、簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
１
台
）を

無
償
で
給
付（
配
送
）し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、総
務
省 

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー（
0
5
7
0
-0
2
3
7
2
4
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援
の
問

い
合
わ
せ
は
、総
務
省  

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー（
0
5
7
0
-0
3
3
8
4
0
）ま
で

情報政策課　情報化推進係　☎86-8176　Fax86-8187
問い合わせ

甲賀市美術展覧会実行委員会事務局
文化スポーツ振興課　文化振興係	 ☎62-2626
（あいこうか市民ホール内・月曜休館）	 Fax62-2625

問い合わせ

●内　　容／ 公募した書・立体・平面・写真・工芸の
　　　　　　５部門の入賞・入選作品の展示
●会　　期／ 2月26日（土）～3月6日（日）
　　　　　　※2月28日（月）は休館
●場　　所／あいこうか市民ホール（書・立体部門）
　　　　　　碧水ホール（平面・写真・工芸部門）
●開館時間／9時～17時（ただし最終日は16時まで）

第6回 甲賀市美術展覧会 入場無料

　自治振興交付金は、地域でお取り組みをいただく（仮称）自治振興会によるまちづくりへ
の市の財政支援です。
　本紙 12 月 15 日号でもお知らせをしましたが、その財源については、12 月市議会での
補正予算並びに基金条例を可決いただいき、総額で１億６千万円を確保したところです。

Ｑ1 Ｑ2
（（（  （（（  （（（  （（（  （（（  （（（  （（（  （（（  （（（  （（（  （（（  （（（  （（（  （（（  
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農業集落排水施設使用料 Q＆A ………………  どうなるの？  こんなときは？

＝人数制から従量制へ＝

農業集落排水施設使用料の
算定方法が変わります

平成23年

４月から

　
平
成
23
年
４
月
以
降
の
使
用
分
か
ら
公

共
下
水
道
使
用
料
と
同
様
に
、今
ま
で
の
人

数
制
の
料
金
体
系
か
ら
水
道
水
の
使
用
水

量
に
応
じ
た
従
量
制
へ
算
定
方
法
を
変
更

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
は
、平
成
16

年
度
の
５
町
合
併
時
に
各
町
で
異
な
っ
て

い
た
料
金
を
基
本
料
金
と
人
数
割
と
い
う

算
定
方
法
は
そ
の
ま
ま
で
、比
較
的
中
く
ら

い
の
料
金
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

農
業
集
落
排
水
と
公
共
下
水
道
は
、快
適
な

居
住
空
間
の
実
現
と
共
に
公
共
水
域
の
水

質
保
全
な
ど
の
利
用
目
的
が
同
じ
で
あ
り

な
が
ら
、使
用
料
の
算
定
方
法
の
違
い
か
ら

格
差
が
生
じ
て
お
り
、下
水
道
使
用
者
の
負

担
の
公
平
性
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
12
月
議
会
に
お
い
て
、農
業
集

落
排
水
施
設
使
用
料
の
算
定
方
法
見
直
し

に
か
か
る「
甲
賀
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」が
可
決

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、変
更
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
使
用
料
金
は
、従
来
ど
お
り
２
か
月
分
を

ま
と
め
て
奇
数
月
に
請
求
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、算
定
方
法
の
変
更
後
の
料

金
徴
収
は
７
月
の
請
求
か
ら
に
な
り
ま
す
。

（
本
年
５
月
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
節
水
に
心
が
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

今
回
の
料
金
算
定
方
法
の
改
正
に
対
す
る
、

使
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
耕
作
目
的
で
農
地
の
権
利（
所
有
権
や
賃
借

権
等
）を
取
得
す
る
場
合
は
、そ
の
権
利
取
得

後
の
農
地
経
営
面
積
が
、都
府
県
で
は
原
則
50

ア
ー
ル
に
達
し
な
け
れ
ば
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が（「
下
限
面
積
」と
言
い
ま
す
）、平
成
21

年
12
月
の
農
地
法
改
正
に
よ
り
、農
業
委
員
会

の
判
断
に
よ
り
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
農
業
委
員
会
で
も
、管
内
各
地
の
農
業
事

情
を
踏
ま
え
検
討
を
重
ね
、こ
の
度
、土
山
地
域

の
鮎
河・山
内
両
学
区
に
つ
い
て
、新
規
就
農
を

促
進
し
、農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
観
点
か
ら

下
限
面
積
を
30
ア
ー
ル
に
設
定
し
ま
し
た
。

　
施
行
は
３
月
１
日
か
ら
で
す（
受
付
日
で
適

用
）。
な
お
、そ
の
他
の
地
域
は
、従
来
通
り
の

50
ア
ー
ル
で
す
。

農
地
経
営
面
積
を
引
き
下
げ

土
山
地
域
の
一
部
を

「
下
限
面
積
」30
ア
ー
ル
に

─ 

３
月
１
日
か
ら
施
行 

─

廃
プ
ラ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

在
宅
用
医
療
器
具
の

適
切
な
処
分
を

　
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
出
さ
れ
る

ご
み
の
中
に
、注
射
針
な
ど
が
入
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
在
宅
医
療
で
使
用
さ
れ
る
、注
射
針・

注
射
器・点
滴
針
な
ど
、鋭
利
で
感
染
性

の
あ
る
も
の
は
危
険
で
す
の
で
、家
庭

用
の
ご
み
と
し
て
集
積
所
へ
出
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、処
分
の
際
は
、交
付
を
受
け
た

医
療
機
関
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

★守ろう ごみ出しルール★　市指定ごみ袋には、必ず名前を書いて出しましょう。

　使用料は、皆さんの流し
た汚水の量に応じていただ
くことになります。家庭の
排水管から流れ出る汚水の
量を認定するため、次のよ
うな方法に変更されます。

使用状況　　  区別 一　般　汚　水 事業所等汚水

水道水のみ使用 水道使用水量 水道使用水量

井戸水のみ使用 世帯人数１人につき２か月14㎥ 別に認定

水 道 水 と
井戸水併用

１使用月（２か月）の水道水使用水量が上記で算定し
た井戸水のみの認定量（１人につき２か月14㎥）より
少ない場合は井戸水の認定量。また水道水使用水量
の方が多い場合は、使用水量のみを汚水量とします。

別に認定

　井戸水のみを使用し、メーターを設置されずに下水道に汚水を流され
る場合は、世帯人員等による｢人数制｣で汚水量を算定し、使用料を請求
させていただきます。この場合、２か月につき１人当たり14㎥として算
定水量とします。

　水道水使用水量と14㎥×世帯人数で計算した水量とを比較して、どち
らか多い方の水量を認定水量として請求させていただきます。

※井戸水を使用される場合は、届け出が
必要となりますので下水道管理課にご
相談ください。

【改訂】	農業集落排水施設使用料	料金表	（２か月につき）
区　分 基本料金 超過料金

一 般 排 水

汚　水　量 料　金 汚　水　量 料金（1㎥につき）

0 ～ 20㎥  2,599.80円

21㎥ ～ 040㎥ 139.65円
41㎥ ～ 060㎥ 150.15円
61㎥ ～ 100㎥ 159.60円

101㎥ ～ 200㎥ 170.10円
201㎥ ～ 200㎥ 179.55円

特 定 排 水 1,501㎥ ～ 200㎥ 210.00円
公衆浴場排水 0 ～ 600㎥ 20,000.40円 601㎥ ～ 200㎥  74.55円

世帯人員 算定水量 使用料金
１人 14㎥ ２,599円
２人 28㎥ ３,717円
３人 42㎥ ５,693円
４人 56㎥ ７,795円
５人 70㎥ ９,991円 

（２か月当たり　消費税込み）

【使用料計算例】
２か月で56㎥の水を使用した場合

◦基本料金（ 0～20㎥の分） 
2,599.80円 …①

◦超過料金（21～40㎥の分） 
20㎥×139.65円＝2,793.00円 …②

◦超過料金（41～56㎥の分） 
16㎥×150.15円＝2,402.40円 …③

① ＋ ② ＋ ③ ＝ 7,795.20円 　　 
従って農業集落排水施設使用料は 

7,795円となります。下水道管理課　管理係　☎86-8397　 Fax86-8032問い合わせ

Q いつから算定方法が変わるの？

A 平成23年４月１日から変わりま
す。上水道を使用されている場合

は、４月と５月の水道使用量により７月に
下水道の使用料を徴収させていただくこ
とになります。（これまでは前月分と当月
分をその月に請求していました。）

Q 算定方法はどう変わるの？

A これまで１か月当たり基本料金
（2,000円／戸）と人数割（300円／

人）でしたが、これからは上水道を使用し
た水量によって料金を算定します。

Q １か月にどのくらい掛かるの？

A これまでは人数（家族数）によって
一定でしたが、これからは使用さ

れた水の量によって算定しますので、一概
には決められません。これまでの水道使
用量を一度確認してください。あくまで
上水道を使用された水量で算定します。

Q 使用水量はどうして決めるのか？

A ２か月に一度、奇数月に水道メー
ターの検針をさせていただいてい

ます。その上水道の使用水量で決定しま
す。洗車や庭への散水などで水道水を使
用される場合は、節水に心がけてくださ
い。（井戸水のみ、井戸水と併用されている
場合などを除く）

Q 井戸水しか使ってないが？

A この場合は、１か月当たり１人７㎥
使用されたものとして算定します。

　たとえば４人家族とすると２か月当た
り ７㎥×４人×２か月＝56㎥を使用水量
とします。（届出必要）

Q 水道と井戸水の両方を使っている
が？

A 水道使用水量と井戸水使用水量の、
どちらか多い方を汚水量とします。

（届出必要）

（例）４人家族の場合
水道使用水量50㎥とすると
井戸水使用水量7㎥×4人×2か月＝56㎥で
上水道使用水量を超えるため、汚水量は56㎥

水道使用水量60㎥とすると
井戸水使用水量7㎥×4人×2か月＝56㎥で
上水道使用水量の方が多いため、汚水量は60㎥

Q  農業（育苗や畑）等に多くの水を使
い、下水道に流していない場合は
どうなるの？

A 使用された水道水が下水道に流れ
ない場合は、水道配管に子メーター

（個人設置）を設置し、２か月に一度その数
値を報告していただけば、水道検針数値か
ら差し引いた水量を汚水量とさせていた
だきます。
　ただし、子メーター設置や配管費用は自己
負担となり、期間限定でしか使用しない場合
や使用水量が少ない場合は、かえって負担増
となる場合があります。いずれにしまして
も、この場合、申請していただく必要がありま
すので下水道管理課までご相談ください。

Q 上水道が漏水していた場合、減免
はあるのか？

A 上水道が地下漏水等の場合、発見が
遅れ水道検針で発見される場合が

あります。この場合、下水道に流れていな
い水ということで、減免が適用されます。
申請が必要となりますので、下水道管理課
までご連絡をお願いします。

◎水道水と井戸水を併用している場合

◎使用水量(汚水量)認定の仕方

◎井戸水のみ使用の場合

区　
　
域

下
限
面
積

土
山
町

　
鮎
河
学
区

　

 （
大
河
原・鮎
河
）

　
山
内
学
区

　

 （
黒
滝・黒
川・猪
鼻

　

  

山
中・笹
路・山
女
原
）

30
ア
ー
ル

右
記
以
外
の
区
域

50
ア
ー
ル

問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
６
５
‐
０
７
１
７　
Fax
６
３
‐
４
６
０
１

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課　
廃
棄
物
対
策
係

　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
９
０

　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２

（消費税込み）
「流行」には のらないで
―予防が大切インフルエンザ―

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
ひ
ろ
げ
な
い
た
め
に

（
か
か
ら
な
い・う
つ
さ
な
い
）

＊ 

人
ご
み
を
避
け
、外
か
ら
帰
っ
た
ら
手

洗
い・う
が
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

＊ 

適
度
な
温
度・湿
度
を
保
ち
、栄
養
と
休

養
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

＊ 

咳
が
出
る
な
ら
マ
ス
ク
を
着
用
し
、咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

 

か
か
っ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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姉
妹
都
市
の
中
学
生
が
互
い
の
国
を
訪
問
す
る
中
学
生
交
流
事

業
で
、１
月
７
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
市
内
の
中
学
生
10
人
が
米

国
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ウ
ィ
ッ
ト
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
滞
在
中
、生
徒
は
デ
ウ
ィ
ッ
ト
の
中
学
生
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、ア
メ
リ
カ
の
生
活
を
味
わ
い
ま
し
た
。
平
日
は
一
緒
に
登
校
、

授
業
に
も
参
加
し
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
英
語
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
帰
国
後
に
行
わ
れ
た
報
告
会
で
、交
流
事
業
に
参
加
し
た
生

徒
は
、「
日
本
の
文
化
と
の
違
い
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
中
で
家

族
の
絆
を
感
じ
た
。
貴
重
な
体
験
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
活
か
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、生
徒
を
受
け
入
れ
た
デ
ウ
ィ
ッ
ト
の
中
学
生
10
人
は
５

月
に
当
市
を
訪
れ
る
予
定
で
、両
市
の
生
徒
た
ち
は
今
か
ら
再
会

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
甲
賀
市
民
駅
伝
競
走
大
会
が
１
月
23
日
、土
山
体
育
館
前
を

発
着
点
と
し
た
あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン
公
認
コ
ー
ス
の
一
部
を

使
用
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
区
間
40・
３
キ
ロ
を
走
る
支

部
対
抗
の
部
の
ほ
か
、４
区
間
８

キ
ロ
を
走
る
一
般・小
学
生
の
部
、

２
キ
ロ
を
走
る
マ
ラ
ソ
ン
の
部
の

各
部
門
に
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、中
学
校
ク

ラ
ブ
な
ど
か
ら
約
２
７
０
人
が
参

加
、健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

雪
が
舞
い
散
る
厳
し
い
寒
さ

の
中
、力
を
振
り
絞
り
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
す
る
ラ
ン
ナ
ー
に
、ク
ラ

ス
メ
イ
ト
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
か

ら
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
◎
各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム（
者
）【
敬
称
略
】

駅　
　
伝

支
部
対
抗
：
水
口
支
部

小
学
生
男
子
：
き
っ
と
勝
て
る
さ　
伴
谷

小
学
生
女
子
：
伴
谷
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ー
ズ

一
般
男
子
：
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
高
１

一
般
女
子
：
水
口
東
中

マ
ラ
ソ
ン

小
学
生
男
子
：
千ち

葉ば　

直な
お
輝き

小
学
生
女
子
：
正ま
さ
岡お
か　

莉り

緒お

一
般
男
子
：
矢や

口ぐ
ち　

孝た
か
哉や

一
般
女
子
：
杉す

ぎ
原は

ら　

未み

奈な

　
サ
ッ
カ
ー
の
元
日
本
代
表
で
、Ｊ
リ
ー
グ
浦
和
レ
ッ
ズ
な
ど
で
活
躍
し
た

田た

中な
か

真し
ん

二じ

さ
ん
が
１
月
19
日
、佐
山
小
学
校
を
訪
れ
、子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ

カ
ー
の
基
本
技
術
を
伝
授
し
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
と
の
交
流
を
図
る
文
部
科
学
省
と
日
本
体
育
協

会
の「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用
体
力
向
上
事
業
」の
一
環
で
、３
～
６
年
生
53
人

を
指
導
。
児
童
は
、ド
リ
ブ
ル
や
キ
ッ
ク
、

パ
ス
の
こ
つ
を
教
わ
る
と
、歓
声
を
上
げ

な
が
ら
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
ま
し
た
。

　
児
童
と
一
緒
に
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
シ
ュ
ー

ト
を
楽
し
ん
だ
田
中
さ
ん
は
、「
小
学
５
年

生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
。
み
ん
な
も

得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
、頑
張
っ
て
や
り

続
け
て
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
こ

の
後
、６
年
生
児
童
と
給
食
を
食
べ
な
が

ら
交
流
し
ま
し
た
。

　
１
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
の
全
国
学
校
給
食
週
間
に
合
わ
せ
、市
内

の
学
校
給
食
で
は
、地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
甲
賀
の
ふ
る

さ
と
献
立
や
、給
食
が
始
ま
っ
た
明
治
22
年
当
時

の
給
食
な
ど
、普
段
と
は
違
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
日

替
わ
り
で
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
羅
尾
小
学
校
で
は
28
日
、給
食
セ
ン
タ
ー
の

職
員
や
食
材
を
提
供
さ
れ
て
い
る
地
元
の
方
な

ど
を
招
き
、こ
の
日
の
給
食「
滋
賀
県
の
郷
土
料

理
」を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。
食
後
に
は
給
食

感
謝
集
会
が
開
か
れ
、各
学
年
の
代
表
児
童
が
、

「
お
い
し
い
献
立
で
苦
手
な
も
の
も
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」な
ど
と
お
礼
の
手
紙
を
読

み
上
げ
、手
渡
す
と
、セ
ン
タ
ー
職
員
ら
は
感
激

し
た
様
子
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
野
小
学
校
で
１
月
28
日
、１
年
生
33
人
が
地
域
の
お
年
寄

り
と
一
緒
に
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
校
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
交
流
会
で
、体
育
館
に
は
、お

手
玉
や
竹
馬
、あ
や
取
り
、羽
子
板
、け
ん
玉
な
ど
８
つ
の
遊
び

が
並
び
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、公
民
館
の
高
齢
者
学
級
の
皆
さ

ん
23
人
が
指
導
。
竹
馬
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
や
お
手
玉
の

投
げ
方
な
ど
を
教
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、時
間
が
経
つ
の
も

忘
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
も
童
心
に
か
え
っ
て
一
緒
に
体
を
動

か
し
、楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
目
を
細
め
て
い
ま
し

た
。

　
甲
南
町
稗
谷
地
域
の
特
産
品
加
工
施
設「
日ひ

枝え

菜な

工
房
」

で
１
月
22
日
、日
の
菜
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
工
房
開
所
１
周
年
を
迎
え
、地

域
の
方
や
関
係
者
が
集
ま
り
行
わ

れ
た
も
の
で
、里
山
コ
ン
サ
ー
ト
と

題
し
、コ
ー
ラ
ス
や
よ
し
笛
、胡こ

弓
き
ゅ
う

の
演
奏
な
ど
、手
作
り
の
ス
テ
ー
ジ

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
人
は
、里
山
に
こ
だ
ま

す
る
素
朴
で
懐
か
し
い
音
楽
を
楽

し
み
な
が
ら
、
工
房
で
作
ら
れ
た

自
慢
の
日
の
菜
漬
け
や
、お
に
ぎ

り
、豚
汁
を
味
わ
い
、寒
い
冬
の
中

の
温
か
い
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま

し
た
。

元Ｊリーガーが来校
　　佐山小児童が技学ぶ

心地よい歌声と演奏、
　　　地域の味とともに

多
羅
尾
小
で
給
食
感
謝
集
会

寒
風
の
中
を
力
走

竹
馬
や
お
手
玉
な
ど
で

　
　
　
　
　
お
年
寄
り
と
小
学
生
が
交
流

スポーツ選手活用体力向上事業

全国学校給食週間

大野小学校昔の遊び体験

日の菜まつり

甲賀市民駅伝競走大会

甲賀市・デウィット
中学生交流 市

内
中
学
生
が
ア
メ
リ
カ
へ

　
　
　
海
を
越
え
た
絆
深
ま
る

▲お年寄りにお手玉を教わる大野小児童

▲工房をステージにした手作りコンサート

▲元Jリーガーの田中さん（右）と
　ミニゲームを楽しむ児童

▲給食でお世話になっている方と一緒に
　給食を楽しむ多羅尾小児童

▲デウィットの中学生と一緒に授業を受ける市内の中学生

▶訪問の様子は地元紙にも
　大きく取り上げられた

全力でタスキをつなぐランナー▶
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情報のまど information

催　し

夜空旅人（天体観望会）
「冬のダイヤモンドを見つ
けよう」
●日時／2月26日（土）19時30分～
21時30分
●場所／かふか生涯学習館
●内容／冬の大六角形のお話や観望
など
●申込方法／電話にて下記まで
●申込締切／2月25日（金）
●定員／先着20名
※天候・人数等により中止する場合あり
問・申／かふか生涯学習館
88-4100／Fax88-5055

まなび・たいけんフェスタ
2011　in かふか
●日時／3月6日（日）10時～16時
●場所／かふか生涯学習館、甲賀創
健館および周辺
●内容／体験コーナー（はし作り、火
おこし、天体観望会など）、展示コー
ナー（写真、書道、手芸などの作品ほ
か）、ステージ発表（ダンス、舞踊な
ど）、試食コーナー、フリーマーケット
など
問／かふか生涯学習館
88-4100／Fax88-5055

日本観光研究学会関西支部
2010年度地区懇話会

「アートツーリズムの現状と
広域観光の課題」
●日時／2月20日（日）13時30分～
16時15分
●場所／かふか生涯学習館　2階
●内容／甲賀市の観光の課題等をパ
ネルディスカッション
●申込方法／電話にて下記まで
●申込締切／2月18日（金）
●定員／先着150名（当日受付可）
問・申／商工観光課　商工観光係
65-0708／Fax63-4087

歴史講演会「土山の太鼓踊り」
●内容／土山町に伝わる貴重な民俗
芸能「太鼓踊り」の歴史や民俗につい
ての詳しい解説
●日時／2月26日（土）14時～16時
●場所／山内公民館（土山町黒川）
●講師／長

は
谷
せ

川
がわ

嘉
よし

和
かず

氏（同志社大学
嘱託講師）
問／歴史文化財課　調査管理係
86-8026／Fax86-8216

地域を学ぶ歴史講演会
「紫香楽宮跡と地域が共生す
るために私たちにできること」
●日時／2月27日（日）13時30分～
●場所／黄瀬交流館「さらら」（信楽町
黄瀬）
●講師／出

で
村
むら

嘉
よし

史
ふみ

氏（岐阜大学工学
部准教授）
問／歴史文化財課　埋蔵文化財係
86-8026／Fax86-8216

甲南ふれあいの館
なつかしの体験教室

「草履作り教室」
●日時／3月13日（日）13時～16時
●内容／布草履の制作
●定員／先着15名
●参加費／200円
●持ち物／巾5㎝の布約20m
●申込方法／電話、FAXで下記まで。
問・申／甲南ふれあいの館（月火休
館・10時～17時）
／Fax86-7551

道の駅あいの土山
期間限定イベント
●期間／2月19日（土）まで
●時間／9時～17時30分
●内容／田村神社の厄除祭に合わせ
て、厄除けの飴として知られる「かにが
坂飴」などを詰め合わせた道の駅オリジ
ナル福袋、土山茶の福袋を販売。テント
市、地元野菜の販売なども開催。
●定休日／火曜日
問／道の駅あいの土山
／Fax66-1244

お知らせ

要介護認定・要支援認定
更新手続きのご案内
　現在、要介護・要支援認定を受けて
おられる方で介護保険被保険者証に
書かれている有効期間が平成23年2
月28日までの方には、更新申請書を
1月初旬に送付しました。今後も継続
して介護保険サービスの利用をご希
望の方で、更新申請手続きがお済み
でない方は、2月28日（月）までのなる
べく早い時期に最寄りの支所または
市民窓口センター、水口社会福祉セン
ター内の保健介護課で手続きを行っ
てください。
問／保健介護課　介護保険係
65-0699・0697

Fax63-4085

市有地の売却
●売却する市有地／
甲南町寺庄字門田672番23
宅地335 .37㎡、JR寺庄駅まで約
0.4km、市街化区域、第一種住居地
域、建ぺい率60％、容積率200％
●予定価格（最低売却価格）／
　6,510,000円
●売却方法／条件付き一般競争入札
※複数の申込者が価格を競い合い、
市があらかじめ定めた予定価格（最低
売却価格）以上で最も高い価格をつ
けた方に購入していただく方法。
●申込資格／
・本市に住所を有する方もしくは市内

で事業などを営んでいる方
・市税を滞納していない方
・契約時に代金の30％、契約日から

30日以内に残金の支払いが可能な
方。（契約予定日：3月中旬）
●申込締切／2月28日（月）
●受付時間／8時30分～17時15分

（土、日を除く）
●申込方法／詳細は、財政課に備え
付けまたは市ホームページの入札要
綱をご覧いただき、指定の用紙でお申
し込みください。（郵送申込不可）
問・申／財政課　財産管理係
65-0677／Fax63-4561

3 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

　
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
寒
い
と
外
に
出

て
運
動
し
よ
う
と
い
う
気
分
に
な
れ
ず
、つ
い
運
動
不

足
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、思
い
切
っ
て
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
て
み
た
も
の
の
運
動
不

足
に
よ
る
筋
力
低
下
や
寒
さ
に
よ
る
体
の
緊
張
で
ケ

ガ
を
起
こ
し
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ケ
ガ
の
予
防
の
た
め
に
運
動
前
後
の
準
備
運
動
や

ス
ト
レ
ッ
チ
を
十
分
に
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

さ
ら
に
機
能
性
タ
イ
ツ
を
着
用
す
る
こ
と
で
ケ
ガ
の

予
防
の
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
間
に
足

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
機
能
性

タ
イ
ツ
が
た
く
さ
ん
で
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
サ
ポ
ー
タ
ー
や
テ
ー
ピ
ン

グ
の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
タ
イ

ツ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

機
能
性
タ
イ
ツ
に
は
大
き
く
分

け
て
３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

関
節
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
と
筋

肉
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
と
両
方

を
兼
ね
備
え
た
タ
イ
プ
で
す
。

　
関
節
サ
ポ
ー
ト
タ
イ
プ
は
、骨
盤
周
り
を
側
面
か
ら

支
え
運
動
時
に
下
半
身
を
安
定
さ
せ
ま
す
。
ひ
ざ
関

節
で
は
着
地
時
の
ひ
ざ
へ
の
衝
撃
を
吸
収
し
関
節
を

安
定
さ
せ
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

始
め
た
ば
か
り
の
方
は
、筋
肉
が
弱
い
た
め
に
関
節
が

正
し
い
方
向
に
動
か
な
か
っ
た
り
疲
れ
た
り
す
る
こ

と
で
姿
勢
が
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、こ
の
タ
イ
プ

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、筋
肉
サ
ポ
ー
ト
タ
イ
プ
は
、筋
肉
に
段
階
的

に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
で
血
流
を
良
く
し
て
疲
労
を

軽
減
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
足
首
か
ら
ふ
く
ら

は
ぎ
に
か
け
て
徐
々
に
圧
力
か
ら
弱
め
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、心
臓
に
戻
る
血
液
循
環
を
促
進
し
ま
す
。

　
血
液
循
環
が
活
発
に
な
れ
ば
そ
れ
だ
け
多
く
の
酸

素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
筋
肉
に
届
け
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
、長
く
楽
に
歩
い
た
り
走
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
理
論
で
す
。
ま
た
筋
肉
に
圧
力
を
か
け

る
と
筋
肉
の
振
動
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
着

地
を
繰
り
返
す
と
振
動
が
起
こ
り
、筋
肉
が
損
傷
し
ま

す
が
圧
力
に
よ
っ
て
筋
断
裂
を
抑
制
す
る
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。

　
購
入
さ
れ
る

と
き
は
、必
要

と
し
て
い
る
機

能
が
あ
る
か
ど

う
か
特
性
を
よ

く
理
解
し
、専

門
店
で
ス
タ
ッ

フ
に
相
談
し
試

着
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
厳
し
い
北
風
が
吹
く
中
、河
川
敷
で
は
高
齢
者
の
方

が
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
尊
敬
す
る
と
同
時
に
見
習
い
た
い
も
の
で
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に
は

気
づ
い
た
と
き
が
チ
ャ
ン
ス
。
サ
ポ
ー
ト
タ
イ
ツ
が

運
動
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

問
い
合
わ
せ

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
８
６
‐
８
０
２
３
／
Fax
８
６
‐
８
３
８
０

スポーツみんなでスポーツみんなでスポーツみんなで

体育
指導委

員のコーナー

河川敷でグラウンドゴルフを楽しむ皆さん

機
能
性
タ
イ
ツ
で

体
を
サ
ポ
ー
ト

　日本医師会・日本小児科医会・厚生労働省は、通常の診療期
間内に接種が受けられない方へ種々の予防接種の相談に応
じ、予防接種を行う「子ども予防接種週間」を実施します。
　必要な予防接種を済ませて病気を未然に防ぎましょう。

※ 日本脳炎2期が再開されています。9歳以上13歳未満の方で、日本脳炎予防接種1期およ
び2期を完了されていない方は接種を受けることができます。希望する方は母子健康手
帳を持って保健センターへお越しください。予診票をお渡しします。

平成22年度予防接種
対象の皆さん、
接種を受けましたか？

まだ受けていない方は3月末までに
接種を済ませましょう。

（平成22年4月以降に接種をされた方は必要ありません）
※予診票のない方は保健センターへお越しください。

実施医療機関 実施日時 予防接種の種類と対象者 予約方法など
公立甲賀病院
TEL62-0234

3月1日（火）14：30 ～ 15：00
3月3日（木）14：00 ～ 14：30

子宮頸がん予防ワクチンの希望者
（自己負担あり） 2月中の診療時間内に予約

たなか小児科医院
TEL65-0121 3月5日（土）14：00 ～ 14：15 定期予防接種　各対象者（無料）

（BCG、DPT、MR、DT、日本脳炎）
診療時間内に予約

（定員10名）

3月1日～7日は、
子ども予防接種週間

保健介護課　健康支援係
☎65-0703　Fax63-4085

問い合わせ

●下記のとおり臨時接種日を設けます。ご利用ください。

●平成22年度
　対象者

麻しん風しん（MR） 2期：平成16年4月2日 ～ 平成17年4月1日生
 3期：平成 9 年4月2日 ～ 平成10年4月1日生
 4期：平成 4 年4月2日 ～ 平成 5 年4月1日生
ジフテリア・破傷風（DT） 2期：平成10年4月2日 ～ 平成11年4月1日生

接種医療機関は
健診カレンダーで
確認してください。
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甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.shiga.jp/

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

あかちゃんひろば
ぴょんぴょんひろば
キッズランド

０～１歳の未就園児とその保護者
１～２歳半の未就園児とその保護者
２歳半以上の未就園児とその保護者

……
…

…………
※お茶、タオル、着替え、帽子など、各自必要な持ち物をお持ちください。

乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するため、市内の施設でい
ろいろな事業を行っています。
※参加対象は市内の未就学児とその保護者です。どの地域の活動にも参加していただけます。
※講座の詳しい内容は各担当にお問い合わせください。

親子対象の催し 3月の予定

　  募　集

市営住宅入居者募集
●募集期間／2月15日（火）～24日

（木）
※募集の内容や申込書等について
は、2月15日から住宅建築課および各
支所で配布します。また、市ホーム
ページでもご覧いただけます。
問・申／住宅建築課　公営住宅係
65-0609／Fax63-4601

放送大学4月入学生募集中
●出願締切／2月28日（月）必着
※放送大学はテレビやラジオの放送
を通して学ぶ正規の大学です。出願資
料は無料でお送りします。
問・申／放送大学　滋賀学習センター
077-545-0362

Fax077-545-2096

サントピア水口勤労青少年
ホーム早春の短期教室
受講生募集
◎そば打ち体験教室＆窯元散策
（窯元散策は希望者のみ）［定員35名］
●日時／3月12日（土）10時～16時
●場所／信楽「ふれ愛パーク」そば打
ち体験道場
●受講費／1,000円
◎ズンバ教室	［定員30名］
●日時／3月9日～30日（毎週水曜・
全4回）19時～20時
●受講費／1,000円
●各教室申込期間／2月16日（水）～3
月2日（水）の9時～21時（土、日は除く）
●対象／平成22年4月1日現在で15歳以
上35歳以下の方（中高校生は除く）
申し込みに必要なもの等、詳しくは下記まで。
問・申／勤労青少年ホーム
63-2952／Fax63-6788

催　し

にんくる土曜塾リサイクル工作
「ペットボトル空気砲をつくろう」
●日時／3月12日（土）10時～11時30分
●場所／にんくる児童館（相模教育集会所）
●定員／10名
●申込締切／3月7日（月）
問・申／相模教育集会所
88-5692／Fax88-5696

信楽盆栽クラブ愛好会 盆梅展
●会期／3月14日（月）まで
●時間／9時30分～16時30分
●場所／市役所信楽支所　東別館
●協賛／信楽高原鐵道
問／信楽盆栽クラブ事務局　辻
82-0735

信楽支所
82-1121／Fax82-3415

水口子育て支援センター
☎ 65-5511

〈利用時間〉月～土 ９：00～17：00

あかちゃんひろば(自由遊び）
▶日　時：８、22日（火）10：00～11：30
ぴょんぴょんひろば
▶日　時：２、16日（水）10：00～11：30
 ２ 日　自由遊び
 16日　スタンプ遊び
わくわくひろば（おはなし会）
▶日　時：15日（火）10：00～11：30　
あかちゃんルーム
▶日　時：７、14日（月）13：30～15：00
▶対　象：生後２、３か月頃からの子どもと

その保護者
 ７ 日　H22.10月生まれ
 14日　H22.11・12月生まれ
オープンルーム（自由遊び）
▶日　時：９、23日（水）・17日（木）９：30～11：30
 ８、22日（火）・3日（木）13：00～15：00
▶対　象：未就園児とその保護者
子育て講座(親子で楽しもう「わらべうた」)
▶日　時：3日（木）10：00～11：30
▶対　象：0～1歳未満の未就園児とその

保護者
▶その他：要申込15組

土山子育て支援センター
☎ 66-0375

〈利用時間〉月～金 ９：00～17：00

あかちゃんひろば
▶日　時：９日（水）10：00～11：30
ぴょんぴょんひろば
▶日　時：18日（金）10：00～11：30
アレルギっ子のつどい

（江崎ひろこさんをお迎えして）
▶日　時：4日（金）10：00～11：30
▶対　象：市内在住のアレルギーをもつ未

就園児とその保護者
▶その他：要申込（電話・来所で受付）
にこにこランド
▶日　時：7日（月）10：00～11：30
▶対　象：1歳半以上の未就園児とその保護者
▶場　所：土山にこにこ園
第2回子育て講座

「教えて！食品表示のあれこれ」
▶日　時：11日（金）10：00～11：30
▶対　象：未就園児とその保護者
▶場　所：会議室（土山開発センター内）
 託児は土山子育て支援センター
▶その他：要申込　定員15組　託児有
こんにちは！あかちゃん！「ママ・パパじゅく」

『産前、産後のおかあさんケアと育児にむけて』
▶日　時：5日（土）10：00～11：30
▶対　象：市内在住の妊婦さん（ご夫婦や

おばあちゃんの参加も大歓迎）

▶その他：講師　助産師さん
 要申込（電話・来所で受付）
＊妊婦さんのお友だちをご紹介ください。
おひさまポケット（年度末スペシャル）
▶日　時：16日（水）10：45～11：30
▶対　象：未就園児とその保護者
▶場　所：フィランソ土山

甲賀子育て支援センター
☎ 88-8115　 88-8145

〈利用時間〉火～土 ９：00～17：00

あかちゃんひろば（ふれあい遊び）
▶日　時：11、25日（金）10：00～11：30
ぴょんぴょんひろば（いちご狩り）
▶日　時：15日（火）10：00～11：30
▶その他：要申込
ぴょんぴょんひろば（図書館に行こう！）
▶日　時：22日（火）10：00～11：30
▶場　所：甲賀子育て支援センター
 甲賀図書情報館
おでかけリトルひろば(散歩：春を探そう)
▶日　時：8日（火）10：00～11：30
▶対　象：0歳からの未就園児とその保護者
▶場　所：拝坂　草の根ハウス
▶持ち物：ベビーカー・お茶・おやつ少々
リトルひろば
▶日　時：29日（火）10：00～11：30
▶対　象：2歳からの未就園児とその保護者
おとうさんとあそぼう！（いちご狩り）
▶日　時：19日（土）10：00～11：30
▶対　象：1歳半からの未就園児とその保護者
▶その他：要申込、甲賀子育て支援センター

集合
ひよこサロン
▶日　時：4、18日（金）10：00～11：30
▶対　象：0～1歳6か月児とその保護者

甲南子育て支援センター
☎ 86-0949

〈利用時間〉月～金 ９：00～17：00

あかちゃんひろば
▶日　時：8、15日（火）10：00～11：30
▶対　象：8日：6か月までの赤ちゃん
 15日：7か月～1歳の赤ちゃん
ぴょんぴょんひろば
▶日　時：14、28日（月）10：00～11：30
おはなし会
▶日　時：17日（木）10：00～11：30
▶対　象：2歳半頃からの未就園児とその

保護者
ほっこりルーム
▶日　時：29日（火）・30日（水）・3、24日
（木）・4日（金）9：30～11：30・13：00～
15：00

　7、14、28日（月）・1、8、15、22日（火）・
2、9、16、23日（水）・10、17日（木）・11、
18、25日（金）13：00～15：00

ひだまりパパ
パパとクッキング「おやきを作ろう」
▶日　時：12日（土）10：00～12：00
▶対　象：未就園児とそのお父さんもしく

はご家族
▶場　所：甲南青少年研修センター
▶その他：要申込　詳細はお問い合わせく

ださい
“おはなしこんにちは”さんが来るよ
▶日　時：9日（水）10：15～11：30
▶対　象：未就園児とその保護者
▶場　所：甲南青少年研修センター

信楽子育て支援センター
☎ 82-2799

〈利用時間〉火～土 ９：00～17：00

あかちゃんひろば
▶日　時：3、17日（木）10：00～11：30
▶対　象：0～1歳のあかちゃんとその保護

者・妊娠中のお母さんとお父さん
ぴょんぴょんひろば
▶日　時：9日（水）・15日（火）・18日（金）

10：00～11：30
▶対　象： ９日　H19.10月～H20.3月生まれ
 15日　H20.4月～9月生まれ
 18日　H19.4月～9月生まれ
じいじ＆ばあばと遊ぼうひろば

「おたのしみ会」
▶日　時：4日（金）10：00～11：30
▶対　象：未就園児とその祖父母
パパッとあつまれ！「おたのしみ会」
▶日　時：5日（土）10：00～11：30
▶対　象：未就園児とそのお父さん
リフレッシュ講座

「ママのためのハンドマッサージ」
▶日　時：10日（木）9：45～12：10の間の

1人約20分間
▶対　象：未就園児の保護者
▶その他：参加費100円　託児あり
 要申込：3月3日(木）締切
 定員６名　申込多数の場合抽選

3月

家庭教育支援事業
こども未来課
問・申／ 86-8171／Fax86-8380

★ベビーマッサージ講座
●日時／8日(火)10:30～11:30
●場所／水口中央公民館
●対象／7か月未満児とその保護者
●定員／要申込・先着15名
●持ち物／バスタオル1枚

★親子食育講座
「親子でおいしいみそづくり」

●日時／11日(金)13:00～15:00
●場所／かえで会館
●対象／3歳以上児とその保護者のペア
●定員／要申込・先着12組　託児なし
●参加費／1,500円（みそ3kgを持
ち帰ります）
●持ち物／エプロン、三角巾（親子とも）
容器（3kgまるごと入り、アルカリ・酸に
強く密閉できるもの）

★乳幼児おはなし広場
　（同じ内容で２回開催）
●日時／22日（火）10：30～10：50、
11：00～11：20
●場所／水口図書館　※申込不要

★もうすぐ親子講座
『知ってる？		赤ちゃんのこと②』

●日時／23日（水）10：15～11：30
●場所／甲南公民館
●対象／妊産婦とその家族
※託児はありません。
※大人の方お一人での参加も可能です。
●定員／要申込・15名程度

公民館事業
★スマイルキッズ
『わたしへのご褒美～お肌のお手入れ方法～』
問・申／ 82-8075／Fax82-2463
●日時／11日（金）10：00～12：00
●場所／信楽中央公民館　和室
●定員／親子15組程度
●申込締切／3／9（水）

★ホッとスペース
『折り紙であそぼう』

問／かふか生涯学習館
　 88-4100／Fax88-5055
●日時／３日（木）10：00～12：00
●場所／佐山荘（甲賀北保育園横）

児童館事業
★にんくる子育て広場
　『手作りレストラン遊び

～折り紙でごちそうをつくろう～』　
問・申／ 88-5692／Fax88-5696
●日時／11日（金）10：00～11：30
●場所／にんくる児童館（甲賀 相模
教育集会所）
●定員／要申込・15組

★かえで子育て広場
『楽しいしおり作り』

問・申／ 86-4363
●日時／17日（木）10：30～11：30
●場所／かえで会館（甲南）
●定員／要申込・先着15組
●材料費／50円●お住まいの地域でお互いに顔見知りになり、情報交換、仲間づくりをしていた

だくために、各支所エリアの方を対象としている事業があります。各支援セン
ターにお問い合わせください。
※場所の掲載がないものは、各子育て支援センターで行います。
※子育て広場の対象は、右記のとおりです。

2 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

３月のキッズランド３月のキッズランド

ひなまつり（工作）
　▶日　時：１日（火）10：00～11：30
　▶場　所：各子育て支援センター
　　　　　（土山は土山支所２階）
　▶持ち物：はさみ、のり　など
  ※内容や持ち物など詳細に
  　ついてはお問い合わせく
  　ださい。
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催し

５ 土 14：00～14：30 おはなし会

13 日 14：00～15：00 おりがみ教室
＊子ども向け

19 土 14：00～14：30 おはなし会

22 火 ①10：30～10：50
②11：00～11：20

おはなし会
＊乳幼児向け

移動図書館 	 地域	 小学校

１ 火 柏木・伴谷方面 柏木小学校
２ 水 伴谷方面 伴谷小学校
７ 月 松尾・岩上方面 伴谷東小学校
８ 火 貴生川方面 貴生川小学校
９ 水 － 水口小学校
14 月 － 綾野小学校

催し

４ 金 13：30～15：30 対面朗読　＊事前予約要

12 土 11：00～11：30 おはなし会　＊乳幼児向け

18 金 13：30～15：30 対面朗読　＊事前予約要

20 日 11：00～ おやこでえいがかい
「つりばしわたれ」

20 日 14：00～ ふるる日曜名画座
「アレクセイと泉」

25 金 15：00～15：20 紙芝居を楽しもう

26 土 14：00～14：30 おはなしたまてばこ
おはなしかい

移動図書館 　
＊３月の巡回はありません

催し

12 土 15：30～16：00 おはなし会

26 土 15：30～16：00 おはなし会

移動図書館 	 	 小学校

16 水 鮎河小学校

16 水 山内小学校

催し

３ 木 11：00～11：45 おはなし会　＊乳幼児向け

12 土 16：00～17：00 おはなし会

17 木 11：00～11：45 おはなし会　＊乳幼児向け

26 土 16：00～17：00 おはなし会

27 日 15：00～16：00
ティータイム・コン
サート（声楽・ピア
ノ・クラリネット）

移動図書館

＊３月の巡回はありません

催し

12 土 14：00～15：00 おはなし会と工作

20 日 15：00～16：30 図書館コンサート　サザ
ナミ記念アンサンブル

26 土 11：00～11：30 おはなし会

27 日 14：00～15：30 日曜映画会「ピノキオ」

28 月 11：00～11：30 おはなし会＊乳幼児向け

移動図書館 	 地域	 小学校

１ 火 佐山方面 佐山小学校
８ 火 大原方面 大原小学校
15 火 油日方面 油日小学校
22 火 佐山方面 佐山小学校
23 水 － 大原小学校
29 火 大原方面 －

水
口
図
書
館

甲
南
図
書
交
流
館

土
山
図
書
館

信
楽
図
書
館

甲
賀
図
書
情
報
館

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

開館時間：10：00～18：00
☎63-7400  Fax63-4737

開館時間：10：00～18：00
　　　　（金曜日は21：00まで）
☎86-1504  Fax86-1505

開館時間：10：00～18：00
☎66-1056  Fax66-1067

開館時間：10：00～18：00
☎82-0320  Fax82-3921

開館時間：10：00～18：00
☎88-7246  Fax88-7005

3月図書館だより
　２月の誕生石は、アメジスト（和名：
紫水晶）です。古代から多くの人々に愛
されてきたとされる、アメジストの紫色
は、特に日本では最も気高い色とされ、
宗教的な儀式では非常に大切にされてき
たところです。
　紫色は、歴史的にも聖徳太子が定めた

「冠位十二階」で最高位の色として崇めら
れ、中国では皇帝だけが身につけること
を許された色といわれています。
　このように紫色は高貴なイメージから、
自分をワンランクアツプさせたいときな
どに用いるとよいとされています。他人
に対して、気品や品位のある人間である
との印象を与えることができると同時に、
自らも行いに品位が自然とついてくるよ
うにもなります。こういった効果を求め
るには原色に近い紫色ではなく、薄い紫
を使うほうがより効果的だそうです。
　紫といえば、「源氏物語」を書いたとさ
れる紫式部を連想しますね。瀬

せ
戸
と

内
うち

寂
じゃく

聴
ちょう

著「歩く源氏物語」は、紫式部ゆかりの地、
廬
ろ

山
ざん

寺
じ

（紫式部邸宅址）をはじめ、「源氏
物語」の舞台となった平安京の京都御所
や嵯峨野、宇治などを地図とともに案内
しています。
　源氏物語を細部まで知っている人も、
全く知らない人も、源氏物語の中へ旅立
つことができます。

甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.shiga.jp

＊移動図書館は都合により変更になる場合があります。詳しくは各図書館にお問い合わせください。

●：休館日　〇：閉館作業日　

らいぶ らりん

相

談

コ

ー

ナ

ー

3月

♣人権なんでも相談
人権推進課　☎65-0694　Fax63-4582

　法務大臣が委嘱した人権擁護委員が、日常
生活での悩みごとや心配ごとのほか、地域や
職場でのトラブルや差別など、様々な相談に
応じます。申し込みは不要です。

◦� ７日（月）� 土山開発センター２階談話室
◦� ７日（月）� 甲賀支所１階第１相談室
◦�10日（木）� 水口社会福祉センター２階
� � 身障研修室
◦�11日（金）� 信楽開発センター１階会議室Ｆ
◦�15日（火）� 甲南庁舎２階団体室
時間／13：30～16：00

♥男女の悩みごと相談
相談窓口　　☎65-0751
人権推進課　☎65-0695　Fax63-4582

　家庭や地域・職場での人間関係、男女間の
トラブルなど、暮らしの中での様々な悩みごと
に応じます。

◦�２日（水）・４日（金）・７日（月）・９日（水）
　11日（金）・14日（月）・16日（水）
　18日（金）・23日（水）・25日（金）
　28日（月）・30日（水）
　水口庁舎１階人権推進課内相談室
時間／９：00～16：00
※�相談方法：電話または面接相談（面接相談
は事前予約が必要）

♣行政相談
生活環境課	 ☎65-0686　Fax63-4582
滋賀行政評価事務所「行政苦情110番」
	 	 ☎0570-090110
	 	 Fax077-525-1149

　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事
や特殊法人の業務について相談に応じます。申
し込みは不要です。

◦� ７日（月）� 水口社会福祉センター
◦� ７日（月）� 土山開発センター
◦�10日（木）� かふか生涯学習館
◦�16日（水）� 信楽開発センター
◦�18日（金）� 甲南庁舎２階団体室
時間／13：30～16：00

♥結婚相談
農業振興課　☎65-0711　Fax63-4592

　市が委嘱した結婚相談員が各地域で結婚
を希望される方の相談に応じます。申し込み
は不要です。

◦５日（土）・19日（土）
　水口庁舎南別館１階、
　甲南農村環境改善センター
時間／13：00～16：00

♣教育相談
学校教育課（こども教育支援係）
☎86-8100　Fax86-8196

　主に小・中学生に関する悩みごとや困りご
とについて、臨床心理士やカウンセラーが相
談に応じます。予約制となっています。

◦問い合わせ受付／
　土・日・祝日を除く�８：30～17：15
場所／甲賀市適応指導教室ハッピーホーム、
　　　土山開発センター談話室、
　　　甲賀創健館かふかルーム、
　　　甲南庁舎、
　　　信楽子育て支援センター２階やまびこルーム

♣就労相談
商工観光課　☎65-0710　Fax63-4087

　就職・転職のための情報提供や公共職業安
定所への取り次ぎを行います。また、雇用保険
の受給者の方の就職活動としてもご利用いた
だけます。申し込みは不要です。

◦１日・８日・15日・22日・29日（火）� かえで会館
◦２日・９日・16日・23日・30日（水）� 梅田会館
◦２日・９日・16日・23日・30日（水）� 西教育集会所
◦３日・10日・17日・24日・31日（木）�牛飼教育集会所
◦３日・17日（木）� 清和会館
◦８日（火）� 新城教育集会所
◦９日・23日（水）� 伴谷公民館
◦10日・24日（木）� 土山開発センター
時間／９：30～11：30

◦１日・15日（火）� 宇川会館
◦２日・16日（水）� 水口中央公民館
◦２日・16日（水）� かふか生涯学習館
◦４日・18日（金）� 泉教育集会所
◦４日・18日（金）� 相模教育集会所
◦４日・11日・18日・25日（金）�信楽開発センター
◦９日・23日（水）� 上野教育集会所
◦11日・25日（金）� 大久保教育集会所
時間／13：30～15：30

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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　学校給食週間には各校で給食に感謝する行事が行われました。「大
規模校にないほのぼのした給食の様子を」とのお誘いを受け、多羅尾
小学校を訪ねてきました。
　全校児童13人の同校では、普段から全員がランチルームに集ま
り、給食を囲んでいるそうです。下級生の隣に上級生が座り、先生方
にも見守られて、みんなで一緒に食べることで食が進み、食べ残しや
好き嫌いもないとお聞きしました。
　取材した日、給食に携わっておられる方を迎えてのランチタイムに
私も加えていただきました。子どもにとっては毎日当たり前に出てく
る給食かもしれませんが、久しぶりに味わった私には新鮮で、温かく
てほっとする、素材の味が生きた給食でした。学校給食は子ども時代
だけの特権、子どもたちには食べ物の命や作ってくださる人に感謝
して味わってもらいたいものです。ふ

編 集 後 記

総数
男
女
世帯数

（－ 67）

46,860人
47,849人

32,452世帯

（－46）

（－21）

（－3）

94,709人
※（　）内は前月比 Ｈ２２．11．３０現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山支所　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀支所　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南支所　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽支所　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報誌をめざします。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.shiga.jp/
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□固定資産税（4期）
□国民健康保険税（11期）
□保育料・幼稚園使用料
□介護保険料（11期）
□後期高齢者医療保険料
□水道料金・簡易水道料金

砕
石・生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
生
産
販
売

　

生
活
の
基
盤
と
な
る
都
市
環
境
。

そ
の
土
台
を
担
う
の
が
建
設
材
料
で

す
。
当
社
は
創
業
以
来
、建
築・
土
木

構
造
物
の
基
幹
と
な
る
砕
石
お
よ
び

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
生
産
販
売
を
通

じ
、国
土
開
発
に
大
き
く
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
、本
社
工
場
、青
土
工

場
、リ
サ
イ
ク
ル
工
場
の
３
工
場
で
、

土
木
建
築
用
の
基
礎
材
料
を
製
造
し

て
い
ま
す
。

　
砕
石
の
原
石
は
、鈴
鹿
山
系
の
土
山

町
青
土
に
確
保

し
た
良
質
の
天

然
資
源
、硬
砂

岩
層
の
原
石
山

か
ら
採
取
し
て

お
り
、量
が
求

め
ら
れ
る
道
路

建
設
に
も
安
定

し
て
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

建
設
資
材
と
し
て
優
れ
、高
品
質・
高

強
度
を
誇
る
当
社
の
砕
石
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
、新
名
神
高
速
道
路
を
は
じ

め
、多
く
の
道
路
や
建
物
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら

資
源
を
有
効
利
用

　
当
社
で
は
、砕
石
採
取
跡
地
へ
の
植

栽
、建
設
廃
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
、砕
石

洗
浄
水
の
循
環
な

ど
、
環
境
に
配
慮
し

な
が
ら
限
ら
れ
た
資

源
の
有
効
利
用
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
近
年
、人
間
の
快
適

な
生
活
へ
の
夢
や
希

望
は
大
き
く
広
が
り

続
け
て
い
ま
す
。
時

代
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
な
か
、質
と
量
を
安
定
さ
せ
る
こ
と

で
、あ
ら
ゆ
る
分
野
の
骨
材
需
要
に
対

応
し
、快
適
な
暮
ら
し
の
創
造
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

（
代
表
取
締
役
社
長　
稲い
な
塚づ
か
正ま
さ
典の
り
氏
談
）
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も
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く
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こ
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か

＊�このコーナーでは、甲賀市工業会に
加盟されている、ものづくり企業を
紹介していきます。

▲お話を伺った
　稲塚社長

人と自然の調和をめざして

甲賀バラス株式会社
URL：http://www.kouga-ballas.co.jp/

甲賀市工業会事務局（商工観光課）
☎65-0709　Fax63-4087

甲賀市工業会についての問い合わせ
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：
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和
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年
8
月

従
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：
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名
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▲生コンバッチャープラント

■
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◦ 今月の納税等 ◦

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。
納期限は2月28日（月）です

● 生活の安心感をみんなで育てる
● 自然環境を大切にし、
　　　　　　　暮らしの豊かさにつなぐ
● 安全で快適な生活の基盤を整え、
　　　　　　　まちの活力を高める
● 地域の特性を活かし、
　　　　　　　元気な産業を伸ばす
● たくましい心身と郷土への
　　　　　　　誇りをもつ人を育てる

まちづくりの５つの目標

＊甲賀市の将来像＊

「人 自然 輝きつづける あい甲賀」

甲賀市総合計画基本構想




